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登壇 

 

小林：取締役の小林でございます。本日はお忙しい中、当社の決算説明会にご参加いただきまして

誠にありがとうございます。 

ご説明に入ります前にご承知のとおり、4 月上旬に発表された米国の関税政策が、世界経済に大き

な衝撃を与えておりますが、当社が 4 月 11 日に公表した 2025 年 2 月期の決算短信で、すでにお

知らせしておりますように、この先の業績への影響が現時点においても見通せない状況でございま

す。 

したがいまして、これからご説明する将来に関する事項、すなわち 2026 年 2 月期の業績予想と、

第 4 次中期経営計画につきましては、米国の関税政策の影響を見込んでいない内容をもとにご説明

申し上げますのであらかじめご承知おきいただきますようお願い申し上げます。 
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それでは、私から 2025 年 2 月期の連結業績の実績および今期の通期予想をご説明いたします。2

ページをご覧ください。2025 年 2 月期の実績につきまして、前期と比較したポイントをご説明い

たします。 

ご覧のとおり、北米の販売台数は 5.1%の減少、欧州の販売台数は 15.1%の減少、全体では 11.8%

の減少となりました。販売台数は減少しましたが、円安と値上げを主因として、売上高、営業利

益、経常利益は過去最高となりました。 

なお、直近の第 4 四半期の営業利益は、第 3 四半期に引き続き減少いたしました。これは主に北米

において、新大統領就任後の各種政策の影響を見極めつつ、購入判断が先送りとなった影響で販売

台数が第 4 四半期で大幅に減少したことによる減収減益の販売要因と、電池式ショベルのバッテリ

ー等の関連部品の在庫について 26 億 5,900 万円の評価減を行った期末決算要因およびご覧のとお

りの内訳で、各種販管経費が増加したことによるものです。 
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3 ページをご覧ください。連結業績ハイライトですが、売上高および各段階利益はご覧のとおりで

す。なお、営業利益の増減要因につきましては、後ほど 7 ページでご説明いたします。 

また、受注高と受注残高につきましては、受注高が 119 億 7,300 万円増加の 1,627 億 5,000 万円、

受注残高が 504 億 7,900 万円減少の 784 億 1,700 万円となりました。この受注残高につきまして

は、月商の 4.4 カ月分相当であり、おおむね正常化したレベルと考えております。 
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4 ページをご覧ください。四半期ごとの売上高と営業利益の推移です。売上高につきましては、第

3 四半期までは販売が好調に推移しましたが、第 4 四半期では、北米市場の販売ダウンが響き、減

少いたしました。 

また、第 3 四半期は第 2 四半期に比べて売上高が増加したにも関わらず、営業利益が減少しました

が、これは 2024 年 8 月末に一時的に米ドルレートが円高に変動したことに伴う未実現利益に関す

る連結会計処理が起因しております。なお、第 4 四半期の減収減益の主因は先ほど 2 ページでご説

明した理由によるものです。 
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5 ページをご覧ください。地域別の売上高はご覧のとおりです。なお、今期から地域別の区分表示

をこれまでその他に含んでいたオセアニア地域の金額を抜き出して従来のアジア地域に合算し、ア

ジア・オセアニア地域という新たな区分で表示することといたしました。これはオセアニアを今後

の販売注力地域として、より明瞭にお示しすることを意図したものでございます。 
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6 ページをご覧ください。所在地別のセグメント情報につきましては、記載のとおりでございます

ので、ご高覧ください。 
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7 ページをご覧ください。連結営業利益の増減要因をご説明いたします。内訳につきましてはご覧

のとおり為替影響と値上げが大きな増益要因となった一方で、販売台数減少による減収、部品調達

価格の上昇、青木工場の通年稼働に伴うランニングコストの増加、増員と賃上げの人的資本投資の

継続などの減益要因がありました。 

また、すでにご説明したとおり、今期末の要因としての電池式ショベルの関連部品の評価減で 26

億 5,900 万円の費用計上がありました。以上、その他の要因も含め、営業利益は 18 億 4,500 万円

増益の 371 億 4,200 万円となりました。 
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8 ページをご覧ください。連結貸借対照表をご説明いたします。棚卸資産が約 222 億円増加いたし

ました。この主因は 3 点ございます。1 点目は、海外子会社の在庫高を円換算した際の円安による

為替影響。2 点目は、欧州向けの船便が紅海を迂回することでの船上輸送期間の伸長による在庫数

量の増加。3 点目は米国での販売拡大を見込んだ子会社の製品在庫の計画的な積み上げです。 
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9 ページをご覧ください。連結キャッシュ・フロー計算書につきましては、記載のとおりでござい

ますので、ご高覧いただきたいと存じます。 
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続きまして、2026 年 2 月期連結業績の通期予想をご説明いたします。11 ページをご覧ください。

冒頭でも申し上げましたが、これからご説明する連結業績予想には、米国関税の影響を見込んでお

りません。 

なお、ご参考までに、米国関税の影響度合いをおしはかる目的で米国での販売台数が 2025 年 2 月

期の実績に対して 10%を下回り、24%の関税コストを価格転嫁できなかった場合を仮定条件として

試算いたしますと、売上高で 240 億円、営業利益で 130 億円、それぞれ下振れする可能性がある

ことをすでに決算短信にも記載しておりますが、再度お知らせしておきます。 

またご参考までに、米国子会社の関税発動前の製品在庫は台数ベースでおおむね月商の 5 カ月分を

抱えており、これについては関税影響を受けずに販売可能な在庫と認識しております。米国関税政

策そのものが先行き不透明であり、現時点ではその影響を業績予想に織り込むことは困難ですの

で、この先米国での販売台数、売価設定等の見通しが立ち、業績予想に関税影響を織り込めるめど

が立った時点で、適時適切に開示いたします。 
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12 ページをご覧ください。販売見通しですが、北米ではディーラー網を増強して、市場シェアの

拡大を図り、クローラーローダーを中心に販売台数の大幅増を見込んでおります。一方の欧州では

低調な販売状況が継続し、ショベル、クローラーローダーともに販売台数は前年同期をやや下回る

ものと見込んでおります。利益面では、米国販売子会社での販売増加による増益要因が、前提為替

を円高に設定したこと等による減益要因を上回り、各段階利益は増加すると見込んでおります。 
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13 ページをご覧ください。通期の業績ハイライトはご覧のとおりです。 
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続いて 14 ページをご覧ください。通期の地域別売上高予想はご覧のとおりです。なお、営業利益

における年間の為替感応度は、米ドルが 3 億 2,600 万円、ポンドが 4,800 万円、ユーロが 700 万

円と予想しております。 
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15 ページをご覧ください。連結営業利益の通期予想の増減要因をご説明いたします。内訳につき

ましてはご覧のとおりで、増収効果の 93 億 7,300 万円には、米国子会社の売上構成比率が高まる

ことを見込んだことによる利益率の改善を含めて表示しております。 

値下げの 10 億 5,800 万円につきましては、前期の下期から実施していた米国子会社とフランス子

会社でのディスカウント販売を今期も継続することを見込んだことによるものです。 

また、前期に発生した電池式ショベルの関連部品の評価減による利益影響が縮小することも含め、

営業利益は 48 億 5,700 万円増加し、420 億円になると予想しております。 
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16 ページをご覧ください。設備投資計画です。本社工場・青木工場での治具、金型、生産設備の

維持更新や本社パーツセンターの増設などで 53 億 4,900 万円を予想しております。 

以上をもちまして私からのご説明とさせていただきます。ここから先は社長の竹内よりご説明させ

ていただきます。 
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竹内：代表取締役社長の竹内でございます。私から、第 4 次中期経営計画についてご説明いたしま

す。18 ページをご覧ください。第 3 次中期経営計画のレビュー、まずは数値目標の振り返りで

す。最終年度となる 2025 年 2 月期の連結売上高は、2,400 億円を目標としておりましたが、実績

は 2,132 億円となりました。 

営業利益、1 株当たり当期純利益、ROE につきましては、製品価格の値上げ、海上運賃の正常化、

大幅な円安によって、2024 年 2 月期から営業利益率が大きく改善しており、いずれも目標を上回

りました。 
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19 ページをご覧ください。これまで当社は生産能力不足により多くのご注文をいただきながら

も、お客様をお待たせするなどご迷惑をおかけしておりましたが、米国工場と青木工場により、シ

ョベルとローダーの生産能力はご覧のとおり増強を果たしました。 

ただし、足元ではショベル販売が低調である一方で、ローダー販売が力強さを維持しており、市

況・需要の変化に応じて、生産機種のミックス変更に取り組んでおります。 
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20 ページをご覧ください。一時期受注残高は月商の 12.8 カ月となり、既存のお客様からのご注文

にお答えするだけで精一杯の状況でしたが、足元では 4.4 カ月となりました。当社が考える健全な

受注残高は月商の 3 から 4 カ月分を目安としており、米国工場と青木工場による生産能力の増強と

受注残高の解消にめどがつきました。第 4 中計では、大幅な販売拡大に向けて、全社が一丸となっ

て取り組んでまいります。 
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21 ページをご覧ください。第 3 次中計では五つの重点施策を掲げました。一つ目の人的資本への

投資では増員と賃上げを行い、ご覧のとおりの結果となりました。なお、2025 年 2 月期の年間給

与は、賃上げは実施したものの、生産調整により時間外勤務が縮減されたことで横ばいとなったこ

とを申し添えておきます。 

二つ目の製品開発のスピードアップでは、ご覧のとおり、新製品を市場投入しました。また、産学

連携による研究として、信州大学工学部とコラボいたしました。 
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22 ページをご覧ください。三つ目の生産能力の増強は先ほどご説明したとおりです。四つ目の販

売網の拡充とアフターパーツの販売では、ご覧のとおり、アフターパーツ売上を拡大させることが

できました。五つ目のサステナビリティ経営の推進における ESG の取り組みはご覧のとおりで

す。 

当社取締役、管理職、あるいは一般職の社員に至るまで、女性の割合が低いので、男女比のバラン

スを中長期で是正していく考えです。この 3 年間で女性取締役を 2 名迎え入れ、一般社員において

は入口としての女性採用の拡大に取り組みました。 
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ここからは第 4 次中期経営計画の骨子についてご説明いたします。24 ページをご覧ください。改

めまして、当社グループの事業の中長期的な将来展望をお話ししたいと思います。 

世界各国では生活インフラの老朽化が進んでおり、重大な社会課題となっています。生活インフラ

の点検やメンテナンス工事は数年レベルで完了するものではなく、数十年レベルの終わりの見えな

い事業だと言われております。この今ある確かな製品需要は、将来においても衰えることなく、当

社事業の下支えになると考えております。 
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25 ページをご覧ください。脱炭素に向けては、再生可能エネルギーへのシフトが必須であり、発

電、送電、充電に関するインフラ工事の拡大が大いに見込めます。先ほどの今ある確かな製品需要

が下支えとなり、GX 関連の新たな製品需要がプラスされると展望しており、小型建設機械マーケ

ットの将来は明るいと考えております。 
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26 ページをご覧ください。何のために事業を行っているか？、いわゆるパーパスですが、キーワ

ードは幸福で、当社製品は住宅関連工事、道路工事、水道管やガス管などの生活インフラ工事をし

て、自然災害からの復旧工事などに使用されております。 

当たり前のように繰り返される毎日の暮らしを支え、衣食住の住に深く関わっているのは当社製品

なのです。人々の住環境の維持・改善に必要不可欠な小型建設機械を開発・生産し、全世界にお届

けすることで、幸福で豊かな暮らしに貢献したいと考えております。 

市場で勝ち残るためのコアコンピタンスとしましては、世界最高品質の小型建設機械の開発・製

造・販売であり、エンドユーザーの皆様の UX を徹底追求することで、高価でも買ってくださる竹

内ファンの創出に努めてまいります。 

また、当社グループの成長により得た利益は、ステークホルダーの皆様としっかりと分かち合いま

す。ステークホルダーの皆様が幸福であること、中でも一番身近な存在であり、苦楽をともにする

社員が幸福であることは私にとって最優先のパーパスであります。 
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27 ページをご覧ください。社員が有する価値観、バリューについては、ご覧のとおりです。 
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28 ページをご覧ください。パーパスバリューを受けて、当社グループが取り組むミッション、す

なわち第 4 次中計のあらましは、ご覧のとおりです。 

スローガン、基本方針は、ハイクオリティ、ハイパフォーマンス、ハイエンゲージメントで連結売

上高 3,000 億円にチャレンジするといたしました。この目標達成に向けて、3 年後の販売台数は、

北米で 60%増、欧州で 30%増、連結で 50%を目指します。 

なお、冒頭の Building Excellence（ビルディング・エクセレンス）とは卓越性を磨き上げるとの

意味で、この英語のフレーズによって、海外子会社の社員にも経営ビジョンを共有します。 
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29 ページをご覧ください。当社は、株主資本コストを 10%と認識しており、それを上回る ROE を

安定的かつ継続的に堅持できると考えております。当社グループの事業は為替感応度が高く、ここ

数年間は円安により売上、利益が上乗せされました。そこで、前提レートを円高に設定して、

2028 年 2 月期の純利益率を算定したところ、米ドル 130 円の場合で 10.6%、140 円の場合で

12.3%でした。 

このことを踏まえると、ROE は 15%から 18%になることから、エクイティスプレッドは中長期で

プラスを堅持できると考えております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

28 
 

 

30 ページをご覧ください。こちらはスローガンに掲げたハイクオリティ、ハイパフォーマンス、

ハイエンゲージメントと各重点施策の対応表です。 
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31 ページをご覧ください。主力市場である欧米で確固たる地位を確立し、両市場でのシェア拡大

を図ります。足元で軟化しているショベルは販売回復を、需要好調なローダーについては、販売台

数の倍増を目指します。北米では現在 280 あるディーラーの販売拠点を 3 年後には 360 拠点に拡

大いたします。 

あわせて、レンタル会社や大手エンドユーザーといった直販顧客の拡大にも取り組みます。欧州で

はディストリビューター、ディーラーへのアフターサポートを充実させてイギリス、フランスの販

売子会社の販売力の強化に取り組みます。 

ローダー販売については、欧州全域で販売拡大に取り組みます。また国境を越えて広く事業を展開

する欧州レンタル会社への販売を強化いたします。 
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32 ページをご覧ください。オセアニアを注力地域に位置づけ、ショベル、ローダーの販売拡大を

狙います。具体的には、豊田自動織機様の 100%子会社である TMHA 社をオーストラリアのディ

ストリビューターに加えて、3 年後には売上 100 億円を目指します。 
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33 ページをご覧ください。機種別の販売台数の目標です。3 年後のローダー販売は約 2 倍、ショ

ベルは 2024 年 2 月期の水準にまで回復させることを目標としております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

32 
 

 

34 ページをご覧ください。ローダー販売を強く見込む背景としましては、アタッチメントを交換

することで、建設現場のみならず、マルチな現場で使用することができ、エンドユーザーのすそ野

が広いこと、災害現場の復興作業でも活躍できる性能を有していること、これまで生産能力の不足

によって伸ばせなかった市場シェアを取り戻すことなどが挙げられます。 
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35 ページをご覧ください。これまでもアフターパーツの拡販には取り組んできましたが、新たな

重点政策として②の純正部品または第二純正部品を使用することを条件としたメーカー保証期間の

延長をお客様に提案いたします。これらの取り組みにより、3 年後には売上 208 億円を目指しま

す。 
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36 ページをご覧ください。足元ではショベルを生産調整しているため、現有の生産能力に対し

て、ショベルの生産能力は 3 割の余力があります。 

一方の販売目標は、ご説明したとおり、ローダーを中心とした拡販となっているため、本社工場と

青木工場の生産機種を再編成し、ショベルの生産能力をローダーに振り向けます。それでも 7%の

供給不足が見込まれるため、増員やトレーニングによって生産台数を引き上げます。 
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37 ページをご覧ください。青木工場の隣接地にローダー新工場を建設いたします。土地・建物・

生産設備の投資総額は 180 億円、稼働開始は 2028 年 1 月を見込んでおります。したがいまして、

この新工場は、第 4 次中計の先を見据えた成長投資となります。 
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38 ページをご覧ください。需要拡大が見込めるローダーの商機をつかむため、新工場の工事期間

中である第 4 次中計では暫定措置として、本社工場と青木工場において、ショベルとローダーの混

流生産を行います。新工場が稼働開始する 3 年後あるいはその先を見据えると、ショベルもローダ

ーも更なる販売拡大が可能と考えており、効率がより高い専用ラインでの生産に戻す考えです。 
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39 ページをご覧ください。今のところ世界の工事現場で活躍する建設機械は、当社製品も他社製

品もほとんどがディーゼル式であり、電池式やごく少数です。正直なところ、普及スピードは想定

を大きく下回り、売れ行きは低調と言わざるを得ません。とはいえ、脱炭素は世界共通の目標であ

り、いつかは電動化の波がやってくるとの想定のもと、製品開発を継続してまいります。 
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40 ページをご覧ください。環境面では、これまでの取り組みを継続します。社会面ではステーク

ホルダー、エンゲージメントを強化いたします。ガバナンス面では、取締役の固定報酬と業績連動

報酬の割合を見直します。 
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41 ページをご覧ください。売上高や利益の拡大のみならず、貸借対照表での財務構成を意識した

経営に取り組み、株主の皆様への利益還元を強化することを念頭に、キャッシュアロケーションを

考えました。 
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42 ページをご覧ください。成長投資には大きく設備投資と人的資本投資の二つがあり、まずは設

備投資です。今後 3 年間の設備投資は 350 億円を予定しており、青木新工場によるキャッシュア

ウトが 2028 年 2 月期に見込まれることから、最終年度に向けて、資金を貯めておく、あるいは状

況によっては、借入金の活用も視野に入れておく必要があると認識しております。 
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43 ページをご覧ください。続いて、人的資本投資です。今後 3 年間の投資額は増員と賃上げを合

わせて 108 億円を考えております。人のパワーアップなくして当社のグループの成長はありえま

せん。 

また社員の健康や働きがいなどの幸福感の向上、つまりウェルビーイングは当社グループのパーパ

スのものです。増員については、事業拡大と人的余力の二つの視点で考えており、人的余力があっ

て初めて教育研修や人材育成を強化したり、有給休暇や育児休業の取得など、ワークライフバラン

スを向上できるようになります。 

エンゲージメントについては、会社と社員の相思相愛度と定義づけ、これを見える化するためのエ

ンゲージメントサーベイを実施してまいります。 
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44 ページをご覧ください。キャッシュアロケーションの全体図で、今後 3 年間で見込まれる営業

キャッシュフローは人的資本投資の 108 億円を戻し入れて 800 億円を見込んでおります。これに

手元資金 465 億円を合わせた 1,265 億円の割り当ては、成長投資に 458 億円、配当金に 390 億円

を考えております。 

自己株式の取得につきましては、キャッシュフローの調整弁として、機動的に実施することといた

します。今後の運転資金の目安としては、月商の 2 カ月から 2.5 カ月を考えており、必要に応じた

借入金の活用も視野に入れて経営にあたってまいります。 
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45 ページをご覧ください。これまでは、連結配当性向 30%を目安とした安定配当を基本方針とし

ておりましたがご覧のとおり、基本方針を改定し、株主の皆様への利益配分を強化することといた

しました。 

なお、2026 年 2 月期の配当予想を未定としております。米国の関税政策が当社グループの連結業

績に与える影響を見きわめつつ、10 月に公表予定の第 2 四半期決算短信をめどに、改定後の基本

方針に基づいて配当予想をお示ししたいと考えております。 

以上をもちまして、私からの説明とさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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